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(2) フレデリック・ドルーシュ総合編集(木村正三郎監修)の欧州共通教科書〔高校J f ヨー
ロッパの歴史J 3 は、第 1 章ツンドラから神殿へ(先史時代~前4 世紀)を含むにもかかわ
らず、メソポタミアやシュメールという語はそこには見出せない。ただ、オリエント文明
のヨーロッパへの浸透( p 31) 、青銅精錬法( p 22) 、青銅器( p 38) 、フエニキア人 (p 42) 、






(3) 欧米の大学における経済史教科書 4 の中で、シュメールはどのように取り上げられてい
るか? R.Cameronは 1997年出版の、より広く普及しているテキスト 4 CRundo Cameron, 
“A Concise Economic History of the World" ,'1‘hird Ed.Jの中で、“In the early cities of 
Sumer, in constract,the social structure was definitely hierachical. The mass of 
peasants and、 unskilled workers, probably if not outright slavery; they had no rights, 
property or other. The land belonged to the temple (or its deity) and was administrated 
by the deity's representatives, the priests." と書いた。具体的根拠を示さずに、本論文
における疑問 4 に対してyesの立場〔従来の西ヨーロッパ側の史観 ?J に立っている。 Early
20 
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た {V ， VI 参照}。シュメール・パピロニア王朝時代には多種多様の職業名が記録されて
いる。初期王朝時代になっても、奴隷が圧倒的多数で(そもそも、そのような奴隷社会は
存在したのか? )、奴隷以外の階層は存在しなかった? Cameronは更につづけて、
“Although it is true that he priest and warrior classes did not engage in economically 
productive activitie13 .プ，“but，nowhere in ancient civilization did private proper思 in
modern sense, constitute the legal fundation of society or state." と書いた。神官・軍人
をたんなる労働搾取者として定義し、古代における、一般民の私有財産権や法的権利の存
在〔法体系の存在も〕を否定した。(彼はシュメール社会のその後の発展について一言も触




















I . 1 ヒトの進化
図 1 に原始的類人猿より現代人への進化の長い道筋を示す。
原始的類人猿 =一=→争 大型類人猿 :サンブ/ルレピテクス属 (ω9侃仰5印0 万年一惨hl 
L (1800iFMl:t"7:/ry-:$7:/ L.νν ~~仰1ω…0ロ一ラピテクス属)エチオ . I (18ω0ω0年前)オランウ一タン アfルレデイピテクス属一.惨砂チンパンジ- I 
[200肝7年] 可守v 
トウーマイ猿人(チャド)-今オロリン猿人(オロリン属)ー--時カタパ猿人 ~ 
(サヘラントロピス・チャデンシス) (オロリン・ツゲネシス) (71レディピテクス・カタパ)エチオピア | 
(約700万年前) [2002年] (約600万年前) [2000年] (580~520万年前)臼004年] I 
最古の人類 2足歩行 i 
ラミダス猿人(河川知町川属)キアナメンシス猿人(エチオピ7)=争アファール猿人(エチオピア)一+J

























~ J F司 I ~I 
社会文化活動 より一層発
図 2 Hominization (人類化)のメカニズム 7
この図からも明らかなように、ヒトへの進化の直接の原因は直立 2 足歩行である。ヒトが石






















石器生産の技術変化の大きな傾向は、 (a)汎用型(多目的型)→特殊型(用途別)へ、 (b) 大
型→小型へ、 (c) 重量品→軽量品へ、 (d) 一体物(もの)→組み立て式12， 13 (異種素材の組み合
わせ)→部品の共通化、 (e) 半完成品(中間製品)の共通化14， 15 (工程の途中から用途別へ)、
(f) 仕上げ粗→密へ、 (g) 道具を作るための道具(石器)の開発， s， 16 となる。これ等の技術進歩
の結果、石器製造の生産性は約100倍以上向上した17ー 190 1 例として、 1 ポンド(重)のフリント
畳血t石より生産される刀長cutting edge (インチ)を、それぞれ、ホモハビルスHomo habilis 
(200万年前)、ホモエレクトスHomo erectus (30万年前)、ネアンデルタールNeanderthale (10 
万年前) ，ホモサピエンスHomo sapience (3 万年前)について推定した値を表 2 にしめす。
表 2 石器の生産性( 1 ポンド(重)のフリント石より生産される刃の長さ(インチ)) 
種 時期(万年前) 刃の長さ(インチ) 用途
ホモ・ハピノレス 200 3 小石の道具
ホモ・エレクトス 30 12 手斧
ネアンデルダール 10 30 フレーク道具
ホモ・サピエンス 3 360 刀





わずか 1 万年の聞に急激に人類文化は進歩し・ o ・・・それは長生夢死の生活を重ねて来た
人類が飛曜的な進歩を遂げるようになった。 j と述べた。これらの従来説は明らかに誤りである。
正しくは、“石器時代は原始時代ではなく、右を素材とし、その素材の限界内で最も高度に発展



















1 エーカーあたり、狩猟・採集民のほぼ10倍から 100倍の人口を養うことができる 29。密集生活
に変ったので、病気が伝染し易くなった。また、家畜化した動物からも病気がヒトに伝染し








(1) 前10 ， 000年頃:シャニダール洞窟遺跡; Greater Zab川と Rowandcluz} 11 が交わった地点よ
り北西13 ， 5kmにあるShanidar (Baghdadの400km北34) の洞窟{南向きの大きな洞窟;幅25m 、




(2) 前8 ， 000年:力リム・シャヒル (Karim Shahir) ;季節的住居のある開墾地遺跡37， 38 ， 172。石
斧、鎌、藤き臼が出土した。:獣骨は50%以上が家畜種(羊、山羊、豚)で、原始的な園田農
耕と粗放な牧畜を営なんでいた。約 1 万年前に再生産経済体制が始まった。
(3) 前6 ， 800-5 ， 800年・ジャルモ遺跡 (Jarmo) 39 ， 40、クルヂィスタン山麓地帯にある。数部屋
から成る家屋が20~25戸集まって集落を形成し、村落共同体が出来た。石製容器、粗製土器が










(1) 原初農業の方式は当然ながら乾地天水農業rain-fed agriculture43 (自然農法ともいう)


















所(皿・ 1 (2)) など)でそのまま連続的に発展したのではない。農業の中心は南へ移転した。























v. シュメールSumer (メソポタミアMesopotamia) 文明へ:世界最古の文明の誕生











ウルク Uruk期(前3500~前3100年) [前3800~3400-3200年] ([ ]はC14絶対年代測定
法の結果)にシュメール (Sumer) 文明が生まれ、都市文明が開花した。その後、ジェムデト・
ナスル (Jemdat-Nasr) 期(前3100~2900年)を経て初期王朝時代EarlyDynasty period (都
市国家) (前2900~2350年)に至った。初期王朝が滅んで後、アッカド王朝時代Agadeperiod (前
2350~2100年)、ウル第 3 王朝時代Urill (統一国家) (前2100~2000年) {ここまでが、前 3 千
年紀}に至る。前2000年に、ンュメールは国家としても日常言語としても消滅した。前 2 千年紀に
入って、イシン・ラルサ時代 Isin ・ Larsa period (前2000~1800年) ，次いで、古パピロニア







技術要因57-59が重要である。 (a) 牛60による整耕、 (b) 畝蒔き・・・撃に播種器(すきの上部に
漏斗状道具) 60 r中世ヨーロッパよりはるかに高度J 、 (c) 出芽時の潅水(何回かの)。この頃換
金作物(麻)の栽培が始まった610 当時の農業暦によれば、整耕; 3 月、播種; 6 ~7 月、収




安として麦の収穫量/播種量の比百eldto seed ratioを採用すると 約60___8064 ， 65であった。ギ
リシャの歴史家へロドトスHerodotus (前490---480年生まれ、前430年以降没)は彼の著書‘歴
史， Historiaenの巻1 ， 193節において66 r穀類の生産には好適の土地であることは、その収穫量





は76. 1であった(粘土板文書) 680 約250年後、ウノレUru第 3 王朝(前2112"-'2004年)には20倍
に低下した670 (1985年のJ.N.Postgateの報告によると、 30倍) 690 ウノレUru第 3 王朝の前2026年
ウンマUmma地区とラガッシュにおける大麦の収穫量と耕地面積の資料がある 70， 71。これらの















ったが、 4100年前には1. 8% に、 4000年~3700年前には o (すべて、大麦の栽培)になった730
ラガシュの中央地区のギルスGirsu (現在名目110) の遺跡から出土した穀物入れの査に残って
いた穀物粒中の小麦の割合は、 5600年前(まだ塩化が起こっていなし、)では50%、 4400年前で
1/6 , 4100年前で 2%、 3700年前には 0 と変化した60。上述のギルスにおける 1 ヘクタール
当たりの平均収穫量(推定値)は、 4400年前で約2， 500 リットル (L) ， 4100年前で1500 リットル、
3700年前には900 リットルに激減した730





























羽・ 1 ・ 1 4 つの古典法典;古い法典が 4 つ知られている。そのうち 3 つは断片的なものであ
る。一番古いものは、ウル・ナンムUru-Nammu法典 (UC) で、ウル第 3 王朝を興したウル
の王(元代官) Uru-Nammu (治世;前2112~2064年83) が制定した84， 85 0 2 番目に古いリピ
ト・イ、ンュタノレLipit-Ishtar法典 (LC) で、イシンのイシンIshin第一王朝のリピト・イシュ
タノレLipit-Ishtar王(治世前1934~1924年頃)が制定した。ジイヤラ河流域のエシュヌンナ〔現
在名テル・カスマルJ 86で制定されたエシュヌンナEshnunna市法典 (EC) (前1990年頃) 87 
(以下簡略化してエシュヌンナ法典とする。)が 3 番目に古い法典である。最も完全な形で現














王よりも 1300年も以前の王達も、法典 (collection ， code) を作成した。それらは一部現存して
いる。 Hammurabi法典の一部分は明らかにそれ以前から存在した910 例えば，Van De Mieroop 
93によると、 Eshnunna王国の前19世紀法典にある次の条項: [If an OX is a gorer and the 
authorities have made this known to its owner, but he does not restrain his OX and it gores 
some one and thus causes his death, the oWner of the OX W世 pay2/3 pound of silber.(A)]は
Hammurabi法典ではこれは fIfa man' s ox is gorer, and the authorities have made known 
that it is a gorer, but he (the owner) does not cut off its horns or subdue his OX, and that ox 
gores and kills a free man, he(the oWner) will give h必fa pound of silber.(B)] で繰り返され
ている。 VanDe Mieroopは (A) , (B) のparagraphの条文番号を明示していない。実は、 (A)
30 
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はEshnunna法典の第54条94 1こ、 (B) はHammurabi法典の第251条95(こ対応する。粘土板文書か
ら直接日本語に逐語翻訳された飯島の労作師では、 (A) は「もし牛につき癖があり、それを地
区委員会がその持ち主に知らせたが、その牛が角を保護しないうちに人突いて殺したなら、牛
の持ち主は 2/3 マナの銀を払う。 J (A') 94 となる。また、 (B) は「その牛は人を突く性格
ありとして、その地区委員が知らせたのに、持ち主が角を被覆せずに牛をつながなかった、子




図 3 に 4 つの法典が編纂制定された場所を地図上にしめす。
31 
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表 3 に古代メソピタミアの 4つの法典の基本デーダをまとめである。
表 3 4 つの古代メソポタミヤ法典
法典名 ①ウノレ・ナンム法典 ②リピト・イシュタノレ法典 ③工、ンュヌンナ法典 ④ハンムラビ法典
Ur-Nammu I Lipit-Ishtar 
(王朝名) I (ウノレ第 3 王朝) I (イシン第 1 王朝)
(在位期間) I (前2112~2095年) I (前1934~1924年)
粘土板所在地 I Nipp田博物館 |イシン !工、ンュヌンナ




































(16) 1刊 I (1 6) 川 I (53) 111 
云三 ;μλ一 |デモ ;;"-;:---------------1王手 AA-----------------r子丞 VA
序文・全32条 l 序文・本文全28条・後|本文の全53条 |前文・本文282条
文 I I (66~99条欠落)・後文
VI . 1 ・ 2 法典聞の相互関係
















9 妻(対等)との離婚・・ 1 マナ

















19 骨砕く・・銀 1 マナ
20 鼻を傷つけた・・銀 2/3 マナ
21 ・・・を傷つけた






ウル・ナンム法典全30条の内 16ケ条(ウチ、 1 ケ条〔第21条〕は内容不明)解読されている。




8 未耕地 ュ 61 
10 樹切り倒し 59 
11 未耕地の垣根
12 逃亡奴隷のかくまい 19 (死刑)
14 奴隷否定一放免 192 (類似)
15 庸痛
17 陰口 127 
24 連れ子の母の再婚 167 
25 輝女の子 171 




2 植物油、豚脂の値段 271 
4 舟の賃金 277 
5 舟の沈没 236 
7 大麦収穫の賃金 257 
9 収穫の日当 42 (類似)
10 ロパの賃借 242 
11 日雇いの賃金 273 






36 預託 125 








44 治療費 205 
53 牛による死 251 
252 
エシュヌンナ法典の全59条ののうち、 15ケ条はハンムラピ法典と同ーもしくは類似する。第42























ピ法典は、その後のオリエント諸国に大きな影響を与えた1150 後述するように (VI. 5 ・ 8 ・
3 参照)、ハンムラピ法典は旧約聖書にも影響を与えている。以下に続く、司法 (N. 3) 、個
人の権利(羽・ 4) および通貨、賃金など(羽・ 5) において、上述の 4 つの古典法典の各条
文を基礎にして、さらに現実的な証拠を付加して、検討する。
羽. 2 社会の階層と制度としての奴隷制








































































治指導者が先進国にもいるといわれる。) 王の絶対権力が確立したのは、パピロン第 1 王朝(前
1894~1595年)期においてである。この時代、私企業が発展し、大商人が発生した。貧困に苦




VI ・ 2 ・ 2 シュメールおよびパピロン王朝時代の階層;パビロン第 1 王朝時代にはアウイル
ムawi1um、ムシュケムmuskemn、ワラドム(奴隷) waradumの 3 つの階層が存在した。ア
ウィルムは極少数の貴族・神宮らの支配階級〔上層自由民〕だけではない。パピロン王朝(ウ
ル王朝、エシュンナ王朝も含めて)時代の職業を古典法典〔後述〕によって調べてみると、
数十種にまたがる職種が見出された。玉、国王sarrim (EC48) , sarru,lugal (HC129) は別と
して、アワイルムの職業は、裁判官dianu (HC 5) 、総督sakkanakkum (EC50) ，司令官papa
(HC33， 34) 、軍人sabe(HC36， 37 , 38) ，警官b紅ru (HC36 , 37 , 38) 、税吏bi1tim (HC36 , 37, 38) 、
運河管理宮sapiir narim (EC50) ，修道院修道女naditu (HC116) ，女司祭 (HC116) 、宮廷
奉仕人 (HC192) ，事業経営者nukirum (HC28 , 29) ，畑経営者 (HC30) ，果樹園経営者 (HC
27 ， 30) 、小作 (HC43) 、園丁nu-kìrum (HC60~65) 、商人tamkarum (HC104, 112) 、販売
人samallum (HC104, 106, 107) ，運搬入asgab (HC274) ，日雇いawi1u agrim (EC11) 、日
雇い労働者amelu agram (HC273) ，農夫irrisu (HC58) ，耕作人aksu (HC58 , 260) ，牧人
mar-ugare (HC260 , 58) ，職人ummanu (HC266) 、大工nagaru (HC228~233， 274) ，船大
工malahu (HC234~236) ，レンガ職人labanu、鍛冶職人simug? (HC273) ，皮なめし工askapu、
葦細工人at-giz (HC274) ，亜麻職人amelukad (HC274) , ピー/レ職人amelsun (HC274) , 
牛乳職人amelnga? (HC274) ，船頭malahuam (EC4, 5: HC238 , 239) 、船乗り malahu、建
築家banum (HC274) ，医師maa-zu (HC215~223) ，獣医gallabum (HC226 , 227) ，居酒屋
37 
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の女将sabu， ges-tinna (HC111) ，理髪屋gallabum (HC226 , 227) 。ハンムラビ法典で、 Sum-ma
a-wi-lum (もしヒトが……ならば)で始まる条文は109ヶ条にのぼる。これ等の条文中での
‘ひと'の職業(例)は、(1 J 逃亡奴隷の捕獲人 (20条)、 (2J 略奪者 (22条)、 (3J 軍人 (26






羽 .2 ・ 3 古典法典における奴隷 ;4 つの古典法典において、奴隷に言及した条文がいくつ
か存在する。①ウル・ナンム法典中で 3 ケ条〔第 5 ， 6 条(奴隷の結婚)、 17条(逃亡) J 、②
エシュヌンナ法典中で、 7 ケ条〔第15， 16 ， 22 ， 23 ， 31 ， 33 ， 34条(15 ， 16条以外は蝉女に関するも
の J J 、③リピト・イ、ンュタル法典中で 4 ケ条〔第12 (逃亡) ~15条〕である。一方、④ハンム
ラビ法典中では27ケ条がある;第 7 ， 15~20 (以上逃亡)、 117 (債務奴隷の年限)、 118 ， 119 (以
上抵当)、 170 ， 171 (以上奴隷が生んだ子の認知と子の権利)、 175 ， 176 (以上奴隷と自由人と
の聞の結婚)、 199 (傷害)、 205(暴行)、 217 ， 219 (手術失敗)、 226 ， 227 (以上非買印)、 231
(欠陥家屋での事故死)、 251 (牛による受傷死)、 278 (購入奴隷の病気)、 279 (返却)、










される 122。では、シュメーノレやエジプトは奴隷制国家か? 両地方を通じて、 a 限られた可
耕地 (3. 5~ 4 万knÏ)に高い人口密度(約200人/凶)なので、耕作者の収容には自ずから限
度があり、自作農、小作農、隷民(半自由民)だけで事足り、奴隷が大量に入り込む余地は












ても言えない1270 {(参考)キ、リシャの奴隷(被征服民、破産農民)は人口の 1/5~1/3 を
占め、ローマは被征服民による大規模奴隷制農法(果樹)であった史実に注目されたい。}黒
田によると 128、①奴隷は極めて高価で、普通 5 シェケルした。②したがって、ごく限られた
人々だけが奴隷の所有者になれた。③一家族が多数の奴隷を所有した例は少ない。④奴隷は










民集会 (Citizen's assembly) は裁判権を持った129。裁判官が訴訟の判決後、その訴訟を変更
した場合(著者注;買収された場合)、訴訟で命じた罰金の12倍が裁判官に課せられた上、資
格剥奪された (HC 5 条)。判決が不満足ならば、上級法廷に訴えることが出来る。この際、
新しい証拠を持ち出すことが出来た。
VI ・ 3 ・ 2 証拠・証人・証書:
VI ・ 3 ・ 2 ・ 1 裁判における証拠・証人圃証書;法廷で原告は相手(被訴人)の有罪を証明
する義務がある。もしそれを証明出来なければ、原告に重い罰が科せられた(例、もし、有
罪ならば被告が死刑になる場合は、原告が死刑になる (HC第 1 ， 2 条) )。被訴人は自己の
無実を立証する責任があった。証人の存在は証拠以外に訴訟di・ramにおいて必須であった
(EC第48条)。原告が証人を伴わず、被告が証人を伴えば、原告は敗訴し、罰を受けた (HC
第10条)。証人を 6 ヶ月以内に作れなければ、原告が訴訟の罰金を負担した (HC第13条)。
39 
108 上出健三
羽. 3 ・ 2 ・ 2 契約社会，シュメールおよびその後の社会では、しばしば書面(粘土板)の
証書が必要であった。例を挙げると、①商取引の領収書 (HC第104 ， 105条)、②結婚の誓約
書 (HC第128条)、③財産贈与の証書 (HC第150 ， 156条)、④小作の契約書 (HC第48条)、⑤











記録も残されている 1320 例えば、前2000年ごろのtablet (粘土板)には、若い世代の堕落に
ついての老人の嘆きや学校 (VI ・ 7 ・ 2 参照)における食物についての(子供が両親に言っ
た)不満などが記録されている。
羽・ 3 ・ 3 芳IJ罰:罪刑法定主義の立場にたつ。刑罰の種類として、以下のものがある。
① 追放(町からの) (HC第154条)、②免職(裁判官) (HC第 5 条)、
③ 罰金:
イ)窃盗;神殿・宮殿でムシュケムのもの(牛、羊)を盗むと 10倍の罰金 (HC第 8 条)。
ロ)窃盗故買;紛失品を見つけた時(売り主はすでに死亡)訴訟の 5 倍 (HC第 12条)。
ハ)空き巣;家に中で日中見つかると、 10、ンェケル(職人の 10ヶ月の収入に相当) (EC 
第13条)。
④ 損害賠償(経済関係罰則) : 
40 
イ)開墾の契約不履行 (4 年目まで) ; 10イク (600 rrf) 当り 10グルの大麦 (HC第44条)。
ロ)隣人の生産物が冠水; 10イク当たり 10グル (HC第56条)。












オ)強盗 (UC第 2 条)。カ)火事場泥棒 (HC第26条)。
キ)母子姦通 (HC第157条 焼き殺す)。水死刑 :HC第32 ， 33(司令官の不法行為)、
34， 108(酒場の女将)、 110 (修道女が酒場へ) (焼かれる)、 132 ， 133条。
懲役や禁固刑はない。犯罪者は奴隷として労役したといわれるから、実質的無期懲役は存在
したかも知れない。
傷害罪の内容とそれに対する量刑を表 7 に、窃盗罪に対する量刑を表 8 に、手術失敗(過誤?)




























骨(第197条)(1マナ) (UC19] 1 マナ(第198条) 奴隷の値段の 1/2
目(第196条) 1 マナ(第198条) 奴隷の値段の 1/2
歯(第202条) 2 ギン (UC第22条〕
注: ( )はHCの条文: 1 マナ (ma-na) = 300シェ (se) , 1 シェケル (siqul)= 180シェ (se) ，約 120
シェケノレヱ 1 kg ; *市民集会 (VI ・ 2 ・ 1 参照)
条
HC第 6 条




















内容 自由人 ム、ンュケヌ 奴隷
1. 外科手術 銀10シェケル (HC215) 5 シェケル (HC216) 2 シェケノレ (HC217)
(青銅のメスで)




2. 骨折治療 5 シェケル (HC221) 3 シェケル (HC222) 2 シェケル (HC224)
3. 獣医手術 1/6シェケル 1/6シェケル 1/6シェケル
* (動物死) 1/4 シェケル (HC225)
(獣医が支払う)
*結果責任






尾を切り、肉を削いだ (HC第248条)。⑤病死した (HC第249条) 0 牛が道路を歩行中、人を突
き倒し、殺したとしても午に罪はない (HC第250条)。ただし、その牛が人お突く性格がある
と、地区委員が持ち主に知らせたのに、持ち主は角を被覆せず、牛を繋がなかったため、子、
奴隷を刺し殺した場合は、持ち主は賠償責任あり (HC第251 ， 252条)。“借りた牛やロパが野で
ライオンur-mahfこ殺されたら、損害は持ち主が負う"という条文 (HC第244条)もある。この
頃、野生のライオンがメソポタミアにまだいて、家畜を襲ったことが分かり大変興味深い。
VI ・ 3 ・ 4 製造物責任と医療過誤(?) :製造者は私的財産としての家と船の品質・性能・安
全性について大きな保証責任を持った(表11)。医師による外科手術や眼科手術の失敗〔過
誤 ?J も処罰の対象とされた(表 9 )。医師は手術を失敗すれば、指を切断されて三度と手術
ができなくなった。ただし、本当にこの法律が実際に施行されたかは疑問である。(すぐに医
師不足をきたしたであろうから)。医師はhigh risk ~ high ~returnの職業といえる。前2000



















































要がある (HC第138 ， 139条)。








羽. 4 ・ 3 一般市民の私有財産権:















畑eqil ・自己の果樹園kirakcru. 家の売買 (HC第36 ， 37条)・譲渡 (HC第38条)を禁止され
た。兵と軍人の差異は不明である。おそらく、下級公務員の没落防止策であろう。











VI.4 ・ 4 相続と譲渡:個人私有財産bi-sa-amの相続・譲渡が認められた (HC第40条など)。
相続法を整理して図示すると、図 6 、図 7 のようになる。
実子(息子) 均等分割


















実子 (平等に) ((HC 167) 
妻が再婚した場合
持参金...前夫、後夫の子供に
~(後夫の子なし)前夫の子供に (HC 173, 174) 
奴隷と結婚した場合
結婚後得た財産の 1/2 (あと半分は奴隷主に) (HC176) 
---会(自分の死後子供へ)
図 7 妻による夫遺産の相続と子の母遺産の相続
図 6 、図 7 に 2 ， 3 補足すると、①先妻死に、後妻を迎えたが、夫死亡した時;子はそれぞれ
の母の持参金を分配し、父の財産は平等に分配する (HC第167条)、②未婚の若い息子は婚約
金だけ余分に相続する (HC第166条)、③妻が子を産まずに死亡した場合、義父と父との間で
の、婚約金、持参金のやり取りが規定されている (HC第163 ， 165条)。
























ニ)奴隷の生んだ、認知した子は、嫡出児と平等に相続 (HC第170条) (図 6) 。
ホ)もし、ニ)で認知していない(認知する前に父が死亡した)時は、息子とその母は自
由になる (HC第177条) (図 6) 。
へ)子を勘当するには、裁判官の許可が必要。〔子捨て防止) (HC第168条)0 {古代ギリシ
ャでは病弱な赤子を殺したり、捨てるのは合法とされたことと比較されたい}。




ロ)妻が病気の時、第 2 の妻を要っても元の病妻の面倒を死ぬまで看る。 (HC第148条)、
ノ、)もし、ロ)の病妻が第 2 の妻との同居を拒むなら、持参金を渡す。 (HC第149条)。
3. 離婚と再婚、離婚時の慰謝料の条件など詳細な考慮が払われている。 (HC第138 ， 139 , 
140, 142条)。夫が死んだら、妻は自分の意中の人と再婚できる (HC第172条) 0 {“二夫と
まみえず"と良い対照J }。
VI ・ 4 ・ 7 公的賠償:強盗が捕まらなくて、被害物を神の前で証明できれば、被害者の住む
町と町長(有力商人)が賠償する (HC第23条)。強盗・殺人の被害者に町と町長が 1 マナの
銀を賠償する (HC第23条)。これ等は、現在の日本の“犯罪被害者給付金の支払い等に関す
る法律" (昭和55年 5 月 1 日法律第36号)の原点である。都市(町)には自治権が与えられて
いた。市(町)長は富裕な商人から選ばれた1390
羽 .5 通貨・物価・利子・賃金・賃貸料・税金
羽 .5 ・ 1 通貨:金属としては、 4 つの古典法典中に銅erumと精錬銅erum ep -sum 1 ケ条
(EC第 1 条〕、金hurasam計 2 カ条 (HC第 7 ， 121条〔後者は貴重品と記述))、青銅siparrim
47 
116 上出健二
4 ケ条〔外科手術用メス〕と銀kaspan計14カ条 (HC第 4 ， 7 , 24 , 35 , 49 , 50, 100 , 106, 
116, 119 , 121 [貴重品) , 139, 140 , 16条)の 4種類が見出される。圧倒的に通貨としての
銀が多い。もっぱら銀が利用された項目は、結納料tir・ha、持参金se-ri-iq、賠償金〔加害に
対する賠償金) (HC第201 ， 203 , 204 , 207 , 208 , 209 , 211 , 212 , 214条)、医療報酬 (HC
第215 ， 216 , 217 , 221 , 222 , 223条)、獣医報酬 (HC第224条)、慰謝料u-zu-ub、旅費ha・ra-an
などであった。
前第 4 千年紀~前第 3 千年紀にはまだ通貨は使用されなかった。帝国の拡張につれて通貨
の基準化が進んだ。物物交換を決める媒体として初期には大麦の一定量が基準であった140， 1410
その重量の石が市場に置かれ、住民は誰でも自分で計量できた。初期王朝期には、標準的商




麦は 1/3 、ンェケルの銀に相当 [EC第 3 条〕、収穫の労働12シラの大麦は12シェの銀に等値
(EC 7 条)とあるから、 1 シラの大麦=1 シェの銀が成立する。パピロン王朝時代でも大麦
も通貨として利用された。 (HC第53 ， 56 , 57 , 58条〔以上農業の損害賠償にまつわるもの〕、
第111 ， 114, 115条)。
この等式は現在でも成り立っか?を検討した。先ず大麦 1 シラ (=0.83L) ;シカゴ先物の
小麦(大麦のデータが入手できず)は5. 100 ドル/ブッシェル (2009年12月) =14.28円/L，
したがって、大麦 1 シラの価格=0.83X 14. 28=11. 85円。銀 1 シェ =0.046 g ;銀の東京商品
先物は50円 /g， したがって，銀 1 シェの価格=50XO. 046=2. 31円となる。大麦と小麦の価
格差、と卸値と小売価格の差は無視できないが、現在は 1 シラの大変<1 シェの銀である。
パピロン時代すでに商取引は銀で決済された (HC第35 ， 36 , 37条)。銀の代替にゴ、マを王の
法令換算表に基づいて支払える特例がある (HC第51条)。貨幣は塊を切られて量られた。純
度の査定が困難だったので、私立銀行が刻印を刻んでその品質を保証した。コインの祖先は
シュメール・アッカドSumer • Akkad時代 iこ見出される。当時、金と銀の価値の比は12: 1 
で、現在よりも小さい。
VI' 5 ・ 2 物価と公定価格:代表的な商品目品目〔大麦、上質油、ごま油、豚脂、羊脂、塩、
石灰、鋼、精錬銅など〕が銀の一定の重量(この場合 1 シェケル)に相当する量〔体積また
は重量〕か法律で示されている (EC第 1 条)。表11に銀 1 グラムで買える商品の量(適正価
格)を単位をリットノレLまたはキログラム均に換算した値でまとめである。各商品の値段の比






商品名 銀 1 シェケルに相当する量(容積) 単位商品あたりの 値段倍率銀の重量 g
大麦 1 グル (250L) 6 1 
上質油 3 シラ (2.49L) 602 100 
ごま油 8 シラ (6.64L) 226 38 
豚脂 11シラ (9. 13L) 164 27 
河の油 14シラ(11.62L) 129 129 
羊脂 6 マナ (3kg) 500 83 
塩 2 グル (500L) 3 0.5 
石灰 1 グル (250L) 6 1 
鋼 3 マナ(1. 5kg) 1, 000 167 
精錬銅 2 マナ(1. Okg) 1, 500 250 
表 12 に植物油、豚脂、河の油?の大麦に対する値段の倍率を示す。原文には高価品




















羽・ 5 ・ 3 利子(金利) :エシュヌンナ法典 (EC第四条)およびハンムラピ法典 (HC第88
条)では貸金利息は(最高) 20% と規定された。借金， 1 シェケル (180シェ)で 1/6 と 6
シェを利子とする。 1 グル (300シラ〉では、 60シラを利子として支払う (EC第四条)。支払
いが大麦の場合大麦以外に 1 グルにつき 60シラ (EC第20条)、この場合等価物でも可 (EC第









船頭 大麦 6 グ、ル(1800シラ)/年 (HC第239条)
耕作人 大麦 7 グル (2100シラ)/年 (HC第292条)
牛飼い 大麦 6 グル (1800シラ)/年 (HC第258条)
牧人 大麦 8 グ、ル (2400シラ)/年 (HC第261条)
B 月給
日雇い 銀 1 シェケノレ (80 シェ) (EC第11条)
C 日給
銀 4 シエ/日 大工、皮なめし工 (HC第274条)
長艮 5 シエ/日 レンガ鋳造者 (HC第274条) ;日雇い (6 ~12月) (HC第273条)
室長 6 シエ/日 御者 (EC第 10条) ;大麦ふるい分け (EC第 8 条)
日雇い(l ~5 月) (HC第273条) ; (EC第 11条)
銀 12シエ/日 収穫 (EC第 7 条)
D 成功報酬
大工(家) 1 サルの敷地につき 2 シェケルの銀 (HC第228条)
船大工(船) 60グル積みの船につき 2 シェケルの銀 (HC第234条)
医師(手術) (第 9 表)




1 年目に 10イク (600rrf) あたり大麦 1 グル (HC第63条)
収穫の 1/3 (2/3 は果樹園の主人) (HC第64条)
管理不十分で、収穫減分、隣人に応じた収穫量を主人に納
める (HC第65条)
園丁 畑に植樹、 4 年間果樹を成長させた後、 5 年目に成果を平等に分ける (HC第60条)
(註) 1 グル(郡江) =300シラ (sila) =約250L ， 1 シェケル (seqil) = 180シエ (se) 、
1se=0. 020ma-na=4. 61gr ; 60グル積船は83石積みの和船にあたる。
賃金には年俸・月給と日給があり、前二者は大麦で、後者は銀で支払われた。船頭、耕作人、
牛飼い、牧人は年単位の雇用で、職人は日単位の雇用だ、ったのかも知れない。年俸 6~8 グ
ルは現在2009年12月)のレート (50 円 /g銀)で4， 200~5 ， 600円に相当する。これ等を日当に換
50 
現代社会と技術の原点としての先史・古代文明社会の実像にせまる 119 
算すると、 3~4 シエ/日 (30 日/月稼動として)となる。職人の賃金は、ほぼ 5~7 シエ





VI ・ 5 ・ 5 賃貸料;畑・果樹園も個人・私的企業によっても、神殿・宮殿による大所有地は
あったにでも、経営された (HC第27 ， 30条)。これらに、雇い人agru ・園丁・日雇いが雇わ
れた。 (EC第11条、 HC第273条)。また、小作や田畑・果樹闘の賃貸が行われた (HC第45条)。
これ等は、経営者〔個人〕と小作[個人〕などとの間の個々の契約に基づくものであった (HC
第48条)。商人tamklま販売人samallumに商品〔穀物・羊毛・油など〕の販売を委託した (HC
第 101 ， 104~107条)。この際、販売人は資金〔銀kaspamJ を商人から借用した。卸と小売
の原型である。販売人は自分の責任と判断によってビジネスを行った。したがって、彼らは
商人の手代や番頭ではなく、ましてや奴隷ではなかった。当時、すでに運送業が発達した (EC




動 I (脱穀用)牛 大麦20シラ/日 (HC第268条 大麦 6 シラ/日 (EC第 10条)
物 I (脱穀用)ロパ 大麦10シラ/日 (HC第269条) 大麦
EC (通貨)
(脱穀用)小羊大麦 1 シラ/日 (HC第270条)
牛付荷車(御者込み) 180シラ/日 (HC第271条) 60シラ/日 (EC第 3 条)
運 | または銀 1/3 シエ/日
荷車だけ 40シラ/日 (HC第272条搬手段
川 i 下りの舟 2. 5シエ/日 (HC第276条)
60グル積みの船 1/6シェケル/日 (HC第277条)
銀
舟 荷物l グ、ルにつき 2シラ+船頭の日当 (E4) 1 グルにつき船頭の日当は別 (EC第4条)
その他|録 i 芯レト 11シラ( (EC第 9 条)
預託料|穀物 大麦 1 グル当たり 5 シラ ((HC第 121条)
(註 1 シラの大麦は0.0463 g 銀 (=2.32円)に相当する。)
51 
120 上出健二





















羽. 5 ・ 8 r 自には目をJ (HC第196条)、「歯には歯を J (HC第200条)で代表されるハンムラピ
法典は野蛮で残酷な復讐法なのか:
羽. 5 ・ 8 ・ 1 :ハンムラピ法典 (HC) の本質;ハンムラピ法典を象徴するキャッチ・プレー
ズとして従来「目には目を」と「歯には歯をj が引用される。これら 2 ケ条はハンムラピ法典
の内容を的確に表しているのか? 本論文のV ， VIで詳述したように、 HCは極めて現代的思
想を多くの点で含む。例えば、製造物責任 (VI ・ 3 ・ 4) 、医療過誤 (VI ・ 3 ・ 4) 、被災者
救済 (VI ・ 3 ・ 5) 、社会的弱者救済 (VI. 4 ・ 6) 、公的賠償 (VI ・ 4 ・ 7) 、女性の法的地

















VI ・ 5 ・ 8 ・ 2: r 目には自を」の間態復讐は残酷か;先行法典(ウル・ナンム)では、足・骨・
鼻・歯などすべての身体に加えられた傷害は被害者への賠償金(銀 2 ギン~銀 1/2 マナ)
で済ます(表 4) 。ただし、殺人は死刑U (UC第1条)であるから、殺人にだけ同態復讐法が適
用された。一方、 HCでは、すべて同態復讐法(同害報復法) lex talionis(law of retaliation) 
の原則に立つ。前者が温情的で、後者が残酷と言えるであろうか。
ウル第 3 王朝時代に比べて，パピロニア第 1 王朝では職業分化(多くの日雇い労働者の発生
を含めて)が進み (VI ・ 2 ・ 2 参照)、貧・富の差が拡大した。例としてあまり適当ではない
かも知れぬが、現在の公務員または大企業従業員(幹部)に相当する職種者の割当保有地は、






















VI ・ 5 ・ 8 ・ 3 :r 目には目を」、「歯には歯を J はメソポタミアでは受容されたか、または拒否
されたか?; HCはアッシリア法に影響を与えたと言われる。 HC制定から 1000年以上も経っ
て、旧約聖書出エジプト記が刊行された。この中に「目には目を」、「歯には歯を」がそのま
ま引用されている。(出エジプト記21章24) 1470 これだけではなく、多くのHCの条文が旧約
聖書出エジプト記にそのまま、または一部改変して引用されている。 HC第14 、 195 ， 209 , 
210 , 196, 200 , 197 , 206 , 250 , 251条(計10ケ条)はそれぞれ、!日約聖書出エジプト記の21
章16 ， 16 , 22 , 23 , 24 , 24 , 24 , 25 , 26 , 27に対応する。驚くことに、旧約聖書のほうがHC




いる(Am'raphel of Shi'nar,Holy Scriptures , Genesis 14:9) 。さらに、新約聖書マタイ伝 5
章38 (St.Mathew, 5=38) 148に「目には目で、歯には歯でといわれたことをあなた方は聞いて
いますか」とある。このように、 HC制定後 1700年経っても、パレスチナの一般人は「目には
目を」、「歯には歯を」は周知であった。また、今から200年前のパレスチナ人は、旧約聖書の
律法に違和感は感じなかったといえる。新約聖書マタイ伝 5 章39 148で、引き続いて、「右の頬
を打つような者に左の頬もむけなさい」とある。まさか、 5 章39を法律化(殴打を無罪)とし
ているキリスト教国はないと思う。 5 章39は「お題目」に過ぎないのに対し、 5 章38は実際の
「刑法J である言う本質的な相違を無視して、感覚的対比で、前者を「愛j 、後者の「目には呂
を J 、「歯には歯を」を「残酷で遅れた法j と多数(キリスト教信者)が思い込んでいる可能
性がたかい。
羽. 6 産業と貿易
羽・ 6 ・ 1 前 3 千年紀の産業:貿易に関係する第一の産業は農業で、第二は繊維産業である。







の未耕地は放牧地・燃料採集地であった。ウル第 3 王朝Urillに小麦の生産が低下した (v ・ 4
参照)。また、麻が栽培された (v ・ 2 参照)0 Urill期の生産記録が残っている。 (2) 農具150;
①木製、アシ製が多い.Urill期に石と銅も利用された。 Urill期間中に、銅製が支配的になっ
た。②鍬Urill期には、石製の鍬が、特に莱園用に使われたが、鋼鍬が一般的となった。③堀
り棒 フリント製flint stickが前 3 千年紀中ごろまでまだ使われた。初期王朝E期には、銅が
広く利用された。当時、銅の純度が高かったので、刃が柔らかく、刃の切れ味が悪い.Urill

















殿工場 (workshop) に多数の桶vatとその他の水設備の跡がある 1530 ④ウルのジパルGiparu





VI ・ 6 ・ 2 前 3 千年紀の貿易;
、シュメール平原内で生産品が盛んに取引された。大河流域の谷間への粘土、葦、穀物、毛織














ポタミアの交通路は、その後‘ベルシャの王道 ， 170 となり、これは‘ローマ道， 171に発展し、
現在の高速道路へとつながる。
羽・ 7 文字と教育







4400年ごろ:複雑型(計16種)) 158 、 1590 トークンから模形表音文字への進化の経路は図 8 の様
である。(トークン十プツラ L封泥) +記号を押印)→(ブツラ+絵文字) (前3300年) (ウ
ルク期)→ 絵文字 ピクトグラフ(粘土板上に絵文字を葦で引っかく)→模(くさび)形表





























書き方・読み方簡単に 垂直方向・行は右から左へ • 水平方向、左から右へ、行"争| は上から下へ
簡単に速く書く必要 一歩|事物の大きな線だけ考慮 • 単純化
図 8 世界最初の文字 Cuneiform の発明と進化
羽・ 7 ・ 2 シュメールの学校160 Sumer i anAcadem i e ;ウル第 3 王朝の後継者、ンュノレギShulgi
は教育訓練された専門家としての書記scribeの養成目的で世界最初の学校edubba(tablet 
house) を創設した。ここで‘書記'は: ( i )神殿、王宮の秘書、公文書記録係 (book keeper) 、
会計士の他にarchivist(エリート国家公務員) , writer-in -residence、(垣)大土地所有者の経
営の手助け(大企業幹部)、(温)私的請負人(代書人) (市の円で) (自営業)などの職業人を




代の寺小屋の「読み書き算獲J に比べても、現代の学校のカリキュラムに近い。休みは 6 日/





ある(文献省略) 0 1.道路制度(ベノレシャの王の道)、 2. 郵便制度(アウグストウス)、 3.
大水道(水力学の原理はメソポタミアで発見)、 4. 大公共事業(失業救済)、 5. 農業(乾地
天水農法)、 6. 建築(エジプト神殿)、 7. 天文学・数学(メソポタミア)、 8. 暦(エジプト
暦)、 9. 文字(エジプト絵文字+、ンュメール・表音cuneiform→フエニキアのアルフアベット)、
10 冶金; (エジプト?メソポタミアワ)、 11 青銅(西アジア(前2600年ごろ) )、 12. 彫像(エ
ジプト→ギリシャ)、 13. 陶器(幾何学様式(ギリシャ、前1100~前750年、 14. 壁画(エジプト)、
15. 造船(エジプト・ガレー船) 16. 貨幣・銀行(メソポタミヤ・エジプト)、 17. 学校(メソ
ポタミア) :ギリシャ文明の精華として(1)ピタゴラスの式、( 2) ワインの発明、( 3 )鉄の
精錬技術、などが喧伝されて来た。しかし、 (1) ， (2) はメソポタミア文明由来、( 3 )はその周







子供、 2 家族制;一夫一婦制、 3. 男女は法的に平等;女子も財産権あり遺言も可、 4. 給
与所得者;サラリーマン(年俸、月給、日産会)、 5. 給与の内味;職務手当て、家族手当、 6.
納税の義務，所得税、住民税、 7. 国勢調査、 8. 出勤簿あり、 9. 社宅制度、 10. 医療;脳
手術、骨接ぎ、 11.法治国家;成文法による支配、 12. 人権;裁判権、上告権、財産権、売買
権、相続権、 13. 損害賠償(公的賠償製造物責任・医療過誤)、 14. 金融;銀行、借金(担保)、
利子、貸借、 15. 道路，構造(石畳、レンガ、アスフアノレト) ， 16. 職業選択;エリートの職業
(書記) ， 17. 教育;学校、科目、修業年限、 18. 暦;時、分、秒、角度の単位、 19. 日常生活;


















区- 2 天文学:農事指導、航海、星占いに利用された。黄道帯(前 700 ， 12宮)を見出し、惑
星と恒星を区別し、さらに、日食・月食の予知を行った。 1 年の真の長さをシリウス星が地













医・ 3 数学;穀物収量の計算、耕地の測量、濯瀬用 土木工事、大建造物設計に利用された。











B そこで、 d 2 =2a 2、ゆえに d=F2。
F d C 
(2) 粘土板 VAT6598 (前2000年頃) (Voorderasiatische Abteilung、 Tontafeln) 162 
長方形の対角線
縦a=10、横 b =40の長方形、 1 本の対角線で分別される対角線の長さ c を計算
(10X10) + (40X40) =1700、ゆえに a 2 +b 2 =c 2 0
a トミ~
(3) 粘土板 BM 34568(British Museum，ロンドン) 163 ピタゴラスの数(直角三角形の各辺
の直角をはさむ 2 辺の a ， b と対角線 c 、の整数の組み合わせ: (3, 4, 5) 、 (5 ， 12, 13) 、 (8 ， 15, 17) 、





② Neugebauerは rThe Exact Science in Antiquity J 165, second Dover Pub. 版で
60 
rIt seems some evident, however, that the traditional storiess of discoveries made 




究を進めていた・・・ J 166 と述べ、室井は前述のピショで代表される意見を‘流布してい
る「俗説J 'と退けた。
(この本の付録 2 に粘土板文書BM34568の全訳がある。)
④ 欧米人はピタゴラスの式を現在どのように評価しているか?最近 (2008年)、 The
American Chemical Society (アメリカ化学会)の雑誌、 rChemical & Engineering N ewsJ 
において、新刊本 rTheGreat Equations:Break Throughs in Sceienc from Pythagoras to 













IX. 6 暦 :IX ・ 6 ・ 1 メソポタミヤ大陰太陽暦;パピロン第一王朝以降、日の出直前から、
カペラ(ギョシャ座の α 星)が最初に出現する日(春分のころ)を年始とした(区・ 2)。天体
観測に基づいて、 2 ， 3 年に一度の割合で閏月を挿入。昼夜を12時間ずつに分割した。日時計、
水時計も実用化された。
蕊 .6 ・ 2 エジプト大陸太陽暦;日の出直前の東のおおいぬ座のシリウスSirius (天狼星)
が輝いた日を新暦採用の元旦とした。ナイル川|の増水は定期的なので、増水が始まる時を 1
年の初めとした。 1 年365 日で(増水期、播種期、収穫期の各4 ヶ月(各月は30 日) 5 13 の祭
日からなる。例えば、“トウタンカメン王の 5年、播穫の第 2 月、 3 日"と表示した(現代の






















































































1 手元にある 1949~ 1989年の40年間に刊行された12種の西洋経済史 (2 種は経済史概論、 1 種は欧州経済
史)というタイトルを持つテキストを調べた。
2 以下の 5 種の本、いずれも同ーの出版社(山 J 11) より刊行された(または現在も刊行中)のものを調査
した。
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重さ 1500grに達する大きな頭脳を支えることができる。 (4) 骨盤が広がった。 (5) 胸が平らになった③。
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